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ブラジルとの国境の町サンタエレナはサバンナ地帯から少し高度を
上げた、なだらかな山間の町である。国境の町といっても何等それら
しいものがあるわけでもない。人口も一万そこそこの質素なたたずま
いである。むしろアドベンチャラスな旅を求める旅行者にとってのみ旅
の要衝の一つに数えられているのかもしれない。( F i g .  1 )
すなわちイギリスの作家アーサー・コナン・ドイルの冒険小説｢失われ
た世界｣で有名になったギアナ高地、なかでもロライマ山( F i g . 2 ) へのト
レッキングツアーの出発点の一つがここサンタエレナであり、おおむ
ね五泊六日、六泊七日の行程だそうである。毎日ツアー会社に応募
してきた員数が揃えば催行が決まるというシステムが一般的で、各国
からの混成部隊となるのが普通のようだ。勿論、ガイドにポーターもつ
くが全てテント泊まりの自炊である。我々のドライバー氏はガイドの資
格もあり、我々のあと、J A からの六人パーテイーを率いて登頂のS K D
となっているとか。
俺ももう一寸若い頃に時間を作れていたらなー！！！
あまり外人と話す機会が多い私でもないが、「あんた一体何時、何歳
になったらリタイヤーしますねん？」と真面目に聞かれたことが幾度か
あった。この点では全く返す言葉の無い私、いや日本人と言ってよか
ろうか。
いやいや日本人にも、いや我がクラブにもA 級O P レーターと呼ばれる
凄い師匠もおられるのだから、これは個人の資質によるところが大き
いのかなあ？？？
更に旅行者が目指すもう一つの対象は世界最大の落差をほこるエン
ジェルフォール( F i g . 3 ) である。このサンタエレナは、この滝探検の基
地となるカナイマへの中継点にもあたるのだ。
私が今、このサンタエレナにいるのも正にこの二つの名勝をこの目で
確かめんがためである。思えば大変なアプローチであった。成田から
Ｗ，ダラスで乗り継いでカリブ海を南下、ベネズエラ（ＹＶ）の首都カラ
カスに、更に国内線に乗り継いでＹＶの中部にあるシウダボリバール
に到着、ようやく地上の人となる。これより以南はおよそ都市と呼ばれ
るようなものはなく、広漠たるサバンナとそれに続くジャングルがブラ
ジルのアマゾン河流域まで広がっているのだ。
空路の後、我々は二台のランクルに分乗して南下することになる。こ
こからは二日にわたるサバンナドライブが始まるのだ。( F i g . 4 )
シウダボリバール市街を過ぎるとすぐさまサバンナに入り見渡す限り
緑一色、だがそれは近づいて良く見ると牧草地のようなソフトな感じの
ものではなく刺々しい背の低い潅木であったり、ススキのような乾いた
雑草であったり、遠目には鎮守の森を思わせる小規模な雑木林がち
らばっていたりで、行けども行けども、そして波のようにゆっくりとした
起伏を繰り返すこの風景はしばらくすると退屈してしまうほどの単調さ
でもあった。

F i g . 1

ドライバー氏、どうか居眠りをしないで、、、
今走っているこの道路、国道1 0 号線は余り詳細な地図でなく
てもＹＶを南北に貫き、国境を越えブラジルにまでずっと延び
ている国際幹線道路なのだ。

F i g . 2  ロライマ山

F i g . 4  ランクルF i g . 4  ランクルF i g . 3 a  エンジェルフォール



ＹＶ側は完全舗装されてからまだ何年も経たないと聞く
が、所々に検問所があり、都市部では片側二車線、中
央にもう三、四車線も作れそうな広いスペースが確保さ
れていた。人影が途切れると数時間も走らねば人にも、
給油にも、食事にもありつけない。その間は全く人工物、
ましてや人家らしきものは見当たらない。数時間ぶりにた
どり着いたドライブイン？中継点の言葉のほうが適切か
も。お世辞にもレストランとは云い難いが飯を食わせるシ
ステムにはなっている。屋根はトタンだけの所も多く( F i g .
5 ) 、壁や窓はなく風が吹き抜ける状況である。肉を焼い
ているのも、鍋をかき混ぜているのもまじかで見ながら皿
のものをいただく。一寸油断するとハエが、、、。長テー
ブルの向かいに座るのは現地人の子供ずれであった
り、見るからに屈強なトレーラーの運転手であったり、足
元にはこの場所にいついた犬であろう、数匹がいかにも
栄養良さそうに何食わぬ顔で闊歩していた。何等取り繕
うところの無い日常が悠々と流れているといった感じ、そ
してまたどの中継所も同じような風景であった。
さて国境の町サンタエレナからロライマ山へ。最近テレビ
にも登場しその秘境度は昔ほどでもなくなったが、J A の
旅行会社はこぞって秘境ギアナ高地とか旅の難易度5 と
かうたっている。Y V の南東端をしめ、ロライマ山やエン
ジェルフォールの名勝を擁するこの高地一帯の名称で
ある。他でもない、この地をこれほどまでに秘境と呼ばせ
るのは如何にも奇妙な地形、巨大なテーブルマウンテン
（テイプイ）( F i g . 6 ) の存在である。数にして1 0 0 以上もあ
り、中には確かな登頂の記録のないものもあるという。そ
の景観を言葉にあらわすのは甚だ困難であるが、近い
表現はサバンナやジャングルの中に巨大な石油タンクを
置いたような感じとでも云おうか。その立ち上がりはいず
れもほぼ垂直で数百～千メートル( F i g . 7 ) 、上面はほぼ平
らになっており、広さは大きなものは東京ドーム6 0 0 0 ヶが
入るものもあるという。薄暮にサバンナを見渡すとまるで
石油タンクが散在するがごとき有様である。 F i g . 3 b  エンジェルフォールF i g . 3 b  エンジェルフォール

この切り立った数百メートル～千メートルにも及ぶ、そして、草木の付
着をも許さない硬い岩盤の側壁が下の世界と上の世界を隔絶し、テ
イプイ上での動植物の進化は地上のそれとは全く違った進化を遂げ
てきたということである。
またこの地域、特にロライマ山頂にはY V ,  8 R ,  P Y の 三ヶ国の国境が
置かれており、政治的にもデリケートな地域でもあるらしい。
ここでまたアーサー・コナン・ドイルのお話を少々、勿論誰もが知るイ
ギリスの小説家、一連のシャーロックホームズものは知らぬ人が無い
ほどに有名であるが、彼はもともと町医者であったという。それが全く
はやらず、暇にあかして小説を書き始めたのが大当たり。彼は運が良
かった、俺には文才もない、、、、

F i g . 7  テイプイ側壁F i g . 7  テイプイ側壁 F i g . 6 テイプイF i g . 6 テイプイ

F i g . 5  幹線道の中継所F i g . 5  幹線道の中継所
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さて、シャーロックホームズものの間に執筆されたのがこの「失われた世界」であり
1 9 1 1 年のことである。何と既に1 0 0 年もの歳月が経つことになるが、この冒険小説
の舞台はまさにこのロライマ山であるといわれている。恐らくドイルは当時の探検
家の記録をもとに彼が興味をもつ古生代の生き物を取り入れてS F 的にこの小説
を書き上げたのであろう。
なかでもロライマ山へのアプローチには実に説得力があり興味を引いたので少し
そのことについて書くことにした。彼等はアマゾン河河口から蒸気船で同河の中
流にあるマナウスまで1 5 0 0 K m を遡行している。マナウスは現在もアマゾン河流域
きっての交通、物流の要衝である。更に4 日、同じく蒸気船でアマゾン本流を遡
行、初めて支流に入りもう2 日この蒸気船で遡行、そこから上流は現地調達のカ
ヌーで遡行すること2 日間。以後は徒歩9 日をかけてようやくロライマ山の麓に到
達したのであった。マナウスからだけでも1 7 日もかかったことが文面からは読み取
れる。
今回我々は全く逆サイドの北または北西からロライマ山を目指したことになるが、
たった国内線空路1 時間と2 日間のランクルドライブで麓に到達。当時は　　　　　
北からのアプローチは到底無理で、いきおい水路が頼りのアマゾン経由とならざ
るを得なかったのであろう。それにしても1 0 0 年の時の流れは善しにつけ悪しきに
つけこれほど大きく人の世を変えるものだということを改めて実感した次第であ
る。
さて我々の物見遊山ツアーではヘリコプターを使って登頂する。当日起床、即、
空を見上げた。なんだかどんより曇っているようだ。おまけに霧も漂っている。半
分諦めに似た気持ちでヘリ会社の事務所を訪ねる。事務所はこじんまり、ラウン
ジを兼ねた一室だけ。客も我々だけ。目の前の草原にヘリが一機( F i g . 8 ) 座って
いた。我々は3 人、3 人の二班にわかれ、私は前組であった。
曰く、天候が回復しなければ飛びませんし、途中で急変すれば引き返します。
条件によっては頂上に着陸できません。頂上での滞在時間も条件次第です。前
組が飛んでも後組が飛べないこともあります。トホホ、、、キビシイ、、、
いずれもごもっともなお話、ただ「はい」「はい」とけなげに待つしかない。
これ等の情報を我々に伝えるのは現地人らしい若い男。もう１人かなり年配で色
物のカッターシャツに長めのショートパンツ、ロマンスグレーのおじさんがさかん
に入り口を出たり入ったり。後で判ったことだが彼がパイロットであった。天候の具
合をみているのだ。私の目には未だ雲が低くまで垂れ込めた曇天に見えるのだ
がいよいよ離陸するらしい。二人の動きが急に忙しくなり、3 名は機上の人となっ
た。私はヘリは初めてである。もっとやかましくて振動のひどい乗り物かと思いき
や、案外静かで振動も不愉快に感じるほどでない。ロターの回転が上がりフ
ワーっと垂直に約1 0 ｍ程上昇。それから斜め前上方に急速に高度を上げてい
く。町外れにある発着場からすぐさまサバンナ上空に、突然何も見えず気が変に
なるような真っ白い雲の間を突き抜けるとワーオ！あっちにもこっちにもテーブル
状のテイプイが雲の下からニョッキリ姿を現しダイナミックな視界が開けた。上空
にはうす雲が広がっているもののテイプイを眺めるには何の支障も無い。サバン
ナ上空にはごく低い所に雲海ができていてこれまた幻想的である。
視界が開けて以来、ヘリは常に一つのテイプイを指して飛んでいる。これがロライ
マ山であることは明らかだ。大きく見えているが距離があるのであろう、なかなか
近付かない。その間にも小型のテイプイ、背の低いテイプイは次々と後ろに遠ざ
かってゆく。4 0 分も飛んだ頃テイプイの構造が次第に明瞭に見えるようになって
きた。確かに側面は垂直で岩盤、草木が繁ることは到底不可能に見える。しか
し、その側壁にも色々な変化があり上から下までそぎ落としたように一枚のところ
もあり、二段三段と細い緑のバンドを擁する部分もある。壁面を幾すじもの滝が流
れ落ちているのも確認できる。エンジェルフォールと言わずとも、テイプイから流
れ落ちる滝はいたる所に数多く見られ、その姿かたちも様々である。二条になっ
て落ちるもの、三条になって落ちるもの、側壁の途中から落ち始めるもの、やや
下の方の緑の間を急流となって駆け落ちるもの、我々日本人の滝のイメージから
はかけ離れた珍しい光景である( F i g . 9 ) 。
ようやくロライマ山の直前に到達した。テイプイの上端（頂上）より少し低い高さを
ルートを選ぶように側壁と一定の距離をおいて飛行を続ける。しばらくしてある点
まで来ると前進を止めホバリング状態と思いきや、いきなり高度を上げてテイプイ
の上面より更に2 0 ̃ 3 0 m 上に競り上がる。とたんに強い横風を受けユラリ、ユラリ。
少し機首を下げるような態勢で力強く前進を始める。何事も無かったようにテイプ
イの上空、といってもすれすれを二回三回と旋回する。着地点を探しているので
あろう。ひさしのようにとび出した岩陰に黄色や赤の登山着姿のクライマーが手を
振るのが見える。年間2 ̃ 3 0 0 人の登山者がいると聞いたが彼らもまた選ばれた人
達なのであろう。無事を祈る。
テイプイの頂上はほぼ真平いら、所々にニョキニョキと奇怪な形をした岩が頭をも
たげる。少し岩陰になった平らで、生えている植物の少なく砂地に見える所に着
陸する。砂埃が上がるのかと思いきや何事も無くいたって穏やかにランデイング
した。( F i g . 1 0 )

F i g . 8  ヘリコプター

F i g . 9  滝

F i g . 1 0  ロライマ山頂にて

F i g . 1 1  テイプイ上の植物
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憧れのロライマ山頂に記念すべき第一歩をしるす。2 0 数億年前、地
球上の大地が一つであった頃から、このあたりの大地は動くことなく
この地に踏み止まったとか、以来、天変地異にさらされ続けて軟ら
かい部分がそぎ落とされて現在のテイプイが形作られて来たとか、
そんな大それた所にA E F は立っているのか。
A E F には現実の2 8 0 0 m 高の冷たい風と気温の方が余程身にこたえ
るのだが。
地面はすべからく岩盤に見え、所々に清らかな砂が堆積しているよ
うに見える。表面は全てのものがしっとりと湿っていて、あちこちの窪
地には清らかな水が溜まっている。土とか泥とか云う感じのものが見
当たらない。堆積した砂の上や岩の割れ目から植物が生えているよ
うに見える。あちこちに奇怪な形をした岩が突起するのは見えるが
見渡す限り平坦で航空母艦の甲板のような感じでもある。時々霧が
辺りを包み視界が悪くなる。そのため植物の表面には細かい露が
消えることなく付いている。この頂上（余りにも平坦で頂上という言葉
がそぐわないが）の何処かには、ドイルの小説以外にもこのテイプイ
の存在を知らしめた鉱山師の飛行機墜落現場の碑やY V , 8 R , P Y 三
国国境線などメモリアルなスポットもあるのであろうが、あたりは広大
であるえう、滞在時間は余りにも短く、ゆっくり巡れる状況になかっ
た。この低温では解説書にある珍種の動物や昆虫の観察もできそう
に無い。ただ、足元には多数の植物がみられるが潅木といえるよう
な背の高い植物はこの辺りには全く見当たらない。この地に特有な
植物の知識の全く無い私にとっては何の解説を加えることもできな
いが、有史以前から下界とは全く隔絶され独自の進化を遂げてきた
テイプイ上の植物は多くはパイナップル系の植物であり、大地に根
を張って栄養分を吸収することが極めて困難な環境ゆえ、小昆虫を
捕食する食虫植物が多数生育しているという。しかし、我々にはそ
れを見つけることすら出来ずじまいだった。云われてみればパイ
ナップル系の植物かなあと思われるものはそこかしこに見られた。( F
i g . 1 1 )
3 ～4 0 分の滞在の時間は瞬く間に過ぎてしまった。帰路、ヘリはテイ
プイ上空に舞い上がると一直線にヘリポートへと向かった。空から
見るサバンナは太陽に照らされてしっかりした陰影を映し、あたかも
大木の枝や幹のようにガリーが集まり谷になり、谷々が集まり小川と
なり、小川は集まり河となり、サバンナの中を大きく蛇行しながら遥
か彼方の霞の中に溶け込んでゆく( F i g . 1 2 ) 。蛇行した川の一部は三
日月状に分離して湖を形成しているところがあり、湿地をなすところ
もある。全く人の手の加わらない自然とはかくも壮大で美しいものな
のか。
後続隊も無事登頂に成功し、この日の午後、二機のセスナに乗り換
えて、いよいよエンジェルフォールの落ちるアウヤンテイプイ（ギヤ
ナ高地で最大のテイプイ）の麓にあるカナイマ国立公園に移動する
こととなる。これから先3 日間の行程は全てセスナ機になるため( F i g .
1 3 ) 、必要品は最小限にまとめアタックザックに詰めていくことにな
る。ジャングルウオークに川の渡渉にと少々オーバーな説明書とな
めてかかっていたふしはあるが、実際、ここまでやるかと驚いた。原
住民の村落訪問でセスナが下りたのはジャングルの中の小さな草
地、オーバーランしたらジャングルに突っ込みまーす。こわいです。
セスナ二機はそこで羽根を休める間、我々は原住民に先導されて
ジャングルの中を右往左往、彼らは早い、いよいよ滝見物、川の中
をジャブジャブ、向こう岸に渡り、またこちら岸に、ついに彼らは深そ
うな流れの中に頭から飛び込んで泳いでいく。我々には川岸に
張ったロープを指してそれを伝っておいでとか。確かにカメラ、ビデ
オはぬれないよう対策を、水着もありとか説明には書いてあったがこ
こまでやるか。全く背が立たない、頼るはロープのみ。
J A なら遠の昔に危険につき催行中止のお達しがでてもおかしくない
なあ！
この原住民の村で大発見。村には５戸の茅葺の住居があったが、
住居の中ほどの広場に材木のポールが、そしてそのてっぺんにはI
V  A N T らしきものが、いやあれは間違いなくI V  A N T だ( F i g . 1 4 ) 。エレ
メントからみて4 0 m バンド？エレメントがポールに巻きつき気に入ら
ないが同軸ケーブルの引き込まれている先をたどる。住人を驚かさ
ないように出来る限りの笑みを浮かべてそっと中を覗く。父親と小さ
な娘だろう、薄暗い部屋の中で談笑していたらしい。その傍にR i g の
あるのがはっきり見て取れる。

F i g . 1 2  ガリー、小川、河、サバンナ

F i g . 1 3  セスナ

F i g . 1 4   I V  A N T
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笑みを忘れず「ハーイ」「ハポネス、トージョー」
アー良かった。彼もニコニコしている。何と無く握手した。原住民はみ
な小柄だ。手はごっつい。R I G を指差して「R A I D I O , R A D I O 」と云った
ら意が通じたらしくS W をポンといれた。F は現われてこなかった。C H
式なのか。
驚いた。I C O M 製ではないか。I C - 5 8  ( F i g . 1 5 )  と記されている。信号は
受かってこなかった。しめた、これこれとポッシェからI C O M のR I G と自
分が写った写真入りハム用の名刺を差し出して「M I   R A D I O   O P R 」と
胸をはった。喜んだのは彼のほう「ハポネス、ハポネス　I C O M   I C O
M 」とR I G を指しながら大声で答えた。何語とも言えない会話ながら、
役所と軍の用件と緊急時に使うこと、6 M H z 台での運用であること、電
源はソーラーか発電機からバッテリーをとうして使っていることなどの
情報が得られた。ほんの1 0 分ほどの会話であったが親しみを感じてく
れたのか、セスナが離陸する時には傍まできて手を振ってくれた。ほ
かの村でも同様のA N T とR I G が設置されているのを確認した。ここでも
「ハーイ、ハポネス　トージョー　R A D I O   O P R 」はなかなか効果的で
あった。やはりI C O M のT R X であった。I C O M さんもなかなかやるじゃ
ん。
全く関係も無い家にズカズカと入っていって言葉も判らんのにベチャ
ベチャ喋って来るは、写真といえば人の写真は全く取らず、地べたに
這いつくばって昆虫やら植物の写真( F i g . 1 6 ) ばかり撮っているものだ
から、パーテイーの皆さんからは変わり者の変なジーサンのレッテル
を貼られてしまった。そりゃーそうかも。こんなサイケデリックな旅に応
募してくるのは全国からほんのわずか。彼等もまた相当サイケがかっ
た2 0 , 3 0 , 4 0 才台の若者ばかり。サイケな息子、娘の世代と冒険旅行す
るのもいつまで出来ることやら。

もう一つ珍しい写真をお見せしましょう。このあたりに生息する
大蛇、アナコンダの剥製がキャンプのラウンジの壁に飾られて
いた( F i g . 1 7 ) 。このキャンプを創設時、先代が射止めたとの説
明をうけた。1 0 m 近くあるように見えた。また、我々をガイドした
現地のコンダクターは昨年の乾季、このキャンプのすぐ近くで
撮影したというアナコンダのビデオを披露してくれた。鹿のよう
な四足の動物の腹に3 回ほど巻きついて締め上げているシー
ンであった。動いているビデオの映像は剥製にも増して恐ろし
いものであった。乾季には水を求めて川岸に下りてくる獣たち
を待ちうけて襲うのだと笑いながら言っていた。
そんな川を平気で渡らせるとは、、、
2 0 1 1 年　8 月

F i g . 1 5   R i g

F i g . 1 6 a   昆虫など

F i g . 1 7  アナコンダの剥製F i g .  1 6 b  
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J A 3 A E R  荒川泰蔵（2 0 1 3 年には再び日本で開催予定）

今年のS E A N E T コンベンションは2 0 1 1 年1 1 月1 7 日から5 日間、ブルネイ・ダルサラーム国の首都
バンダル・スリ・ベガワンのセンターポイント・ホテルを会場に、B D A R A （B r u n e i  D a r u s s a l a m  A m a t e
u r  R a d i o  A s s o c i a t i o n ）が主催して開かれた( 写真1 ) 。当ラジオクラブからはJ K 3 I Y B 西さんと、J E 3 B
E Q 宮本さん、それに私の3 名が参加したが、クラブとしては過去になく少人数であった。宮本さん
は単独で香港を経由してブルネイ入りをされたが、私は西さん他、J O 3 T I C 新開さんとJ A 5 E V Q 湯
さんの4 人で1 1 月1 6 日に関西国際空港を出発し、フライトの関係でシンガポールに一泊した( 写真
2 ) 。シンガポールでは空港に直結したC r o w n e  P l a z a  H o t e l に投宿したが（写真3 ）、ホテルまで訪
ねて来てくれた9 V 1 U U 佐藤さんと夕食を共にしながらシンガポールの近況を伺った( 写真4 ) 。翌
朝、羽田からの便で早朝にシンガポールに着かれた7 K 3 E O P 戸倉さん、J F 1 W M Y 染谷さん、J L 1 X
W R 井上さん、J A 9 A G 、J A 9 J Y L 吉井さんご夫妻と合流し、ブルネイへ到着したが、空港ではV 8 5 T
L ,  T a m a t さん,  V 8 5 C B ,  W a h a b さん、V 8 5 A V ,  A l i さん、V 8 5 A M ,  N o r s u k i m a n など大勢の人達が出
迎えてくれた( 写真5 ) 。V 8 5 A J K ,  J a m a l さん達は顔が利くのかイミグレーションや税関の中まで来て
いて、入国審査や通関の手続きなどを手伝ってくれたので、我々にとってはフリーパスの感じで
あった。日本からの参加者の他、昨年上海で会った中国からの参加者とも合流してマイクロバス
で会場となるホテルに向かったが、ホテルでも多くのメンバー達が出迎えてくれた( 写真6 ) 。コンベ
ンションの参加費5 0 0 米ドルを支払うと、プログラムの他、お揃いのジャケットやリュックサックなどを
渡してくれたが、V 8 5 A H V ,  A i d a h さん、V 8 5 C Q ,  E r n i e さん、V 8 5 A W J ,  N o o r h a y t i さん達女性陣が
てきぱきとさばいていた（写真7 ）。

写真 2

写真 3
写真 4

写真 5

写真 6
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日本からは1 6 名（7 K 3 E O P ,  J A 1 B R K ,  J A 1 R J U ,  ＪＦ1 W M Y ,  J L 1 X W R ,  J R 1 F B E ,  
J A 3 A E R ,  J E 3 B E Q ,  J O 3 T I C ,  J K 3 I Y B ,  J A 4 D P L ,  J A 5 E V Q ,  J A 5 T F F ,  J E 5 D G G ,
 J A 9 A G ,  J A 9 J Y L ）の参加とマレーシアに次いで2 番目だったが、ブルネイにカ
ウントされたV 8 5 N L / J A 4 E N L 武政さん、マレーシアにカウントされた9 M 6 K L T /
J A 2 K L T 丸山さんを含めると、日本人は1 8 名だった。海外1 1 ケ国からの約9 0
名を含めると、全体で1 7 0 名近い参加者であった。
この中にはハムではない医師も含め、後に観光などで面倒を見てくれる若い
ボランティアもかなり含まれていたが、海外からの参加者を含め2 0 0 6 年に大阪
で開いたコンベンションに来日された方も沢山おられた。
特別局V 8 4 S E A はホテルの最上階（7 階）の大きな一室（7 8 7 号室）に設けられ
ていて、ＦＴ- 9 5 0 と、H e x  5 バンド・ビームアンテナの組み合わせで、W A R C バ
ンドを含めて1 4 M H z から2 8 M H z まで運用できる状態にあり、例年通り免許を持
つ参加者にはゲストオペが許されていた（写真8 ）。日本からコメットのアンテ
ナ・アナライザーC A A - 5 0 0 を持参したJ A 4 D P L 吉房さんがアンテナを最適な状
態に再調整して喜ばれていた。私は夕刻に時間を見つけてQ R V させて頂きJ
A の1 0 数局とQ S O させて頂いたが、J A 3 A A 島さんが呼んで下さりQ S O 出来た
のは幸いだった( 写真9 ) 。
受付でのチェックインを終わり、この辺りに郵便局がないかと尋ねると、V 8 5 Z
X ,  N a s r a n さんが連れていくと自分の車で案内してくれた。ホテルの駐車場に
はメンバーの多くが車を止めていたが、車にはS E A N E T のロゴを描いた大きな
ステッカーが張り付けられているのですぐわかる。郵便局は窓口が4 つしかな
いローカルの郵便局( P o s  G o d o n g ) であったが清潔感があり、局員も親切に対
応してくれた( 写真1 0 ) 。早速日本から持参した封筒に、買った切手を貼って消
印を押して貰った。今回のS E A N E T コンベンションへの参加記念のカバーが
出来上がった（写真1 1 ）。
遅い昼食をとろうと約束していたが、郵便局行を優先したので後れをとり、N a s
r a n さんに皆はどこへ行ったのだろうと尋ねると、すぐに電話で問い合わせ皆
の居場所へ案内してくれた。彼らの組織と連携プレーの良さに感心している
と、途中で出あったV 8 5 B A ,  A b u さんがV 8 9 M A T ,  T a j u d d i n さんを伴って一緒
に行くとついてきた（彼らは日本でのコンベンションにも参加し、その後も毎年
会っているので旧知の仲である）( 写真1 2 ) 。A b u さんが、今夜はB D A R A の会長
V 8 5 D X ,  S a l l e h さんが自宅へ全員を招待するというので、どんな大きな家なの
かと尋ねると、返事は普通の家だとのことだった。食事を済ませてホテルに戻
りかけると、そのS a l l e h さんが車を降りて近づいてきた。一緒に居合わせた宮
本さんと私を誘い、お茶でも飲もうとホテルの2 階に案内された。A b u さんやT a j
u d d i n さんも一緒だったが、先ほど昼食を済ませたばかりなのに、ここのヌード
ルは美味しいからと勧められてご馳走になった（写真1 3 ）。偶然に見えたA b u
さんの出現も、S a l l e h さんの出現も、後から考えると組織的な連携プレーで、S
E A N E T コンベンションを日本に持って行くための段階的な圧力の初期のもの
だったのかも知れない。

写真 1 3

写真 1 1

写真 1 2

写真 1 0

写真 9

写真 8

写真 7
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参加者のほとんどが出そろうこの日の夜は、小型バス4 台（環境に配慮して
いるのか、この国ではついに大型バスは見かけなかった）に分乗してV 8 5 D
X ,  S a l l e h さんの家に出かけた。普通の家と聞いていたのが（信用はしていな
かったが）ゲートに守衛を置くほどの豪邸で驚かされた。玄関で靴を脱ぎ
（靴を脱ぐのは日本だけではなかった）、通された吹き抜けの広いロビーで
お茶やソーダー水（回教国でお酒がない）の接待を受けながら、訪問者は
歓談をしたり写真を撮り合ったりして過ごしていた( 写真1 4 ) 。私がソファーに
座っているとS a l l e h が友人の横に座ろうと言いながら横にやってきた（写真1
5 ）。すぐ横のテーブルに飾られていた若いカップルの写真について尋ねる
と、この国の王子さんと結婚したお嬢さんの写真とのことであった。また、王
室にもハムはいるのかと尋ねてみると、ハムいないが国王（サルタン）は飛行
機を持っておりV 8 K H B またはV 8 H B でQ R V しているとのことだった（H B はH i s
 M a j e s t y  S u l t a n  H a j i  H a s s a n a l  B o l k i a h のイニシャルと思われる）。一部の人
は2 階にあるV 8 5 D X の無線室に案内されS a l l e h さんが記念にとツーショットの
撮影に応じてくれた（写真1 6 ）。
食事の用意ができたと案内された広いガーデンで、ビュッフェスタイルの食
事を楽しんでいたが（写真1 7 ）、フライトの関係で遅れて着いた韓国からの
一行1 1 名が加わり更に賑やかになった（写真1 8 ）。庭の片隅には巨大なマ
ルチバンド八木アンテナを乗せた3 0 ｍもあるかと思われるタワーがそびえて
いたが、暗闇でカメラのフラッシュが届かないのは残念だった。
( 次号につづく)

注：写真はB D A R A の
他, J A 5 E V Q ,  J A 4 D P L ,
J E 3 B E Q ,  J K 3 I Y B ,  
J O 3 T I C ,  J L 1 X W R ,  
7 K 3 E O P ,  H L 1 K D W か
ら頂いた写真も使用し
ています。

大阪国際交流センター・ラジオクラブ

J I 3 Z A GR o l l  c a l l   2 1 . 3 7 0 M H z
0 9 0 0 J S T  S a t u r d a y

C l u b  M e e t i n g
1 8 0 0 J S T  o n  2 n d  F r i d a y

写真 1 7

写真 1 8

写真 1 6

写真 1 5

写真 1 4
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